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本格的に学校が再開して２週間がたちました。学校生活に

慣れてきましたか？

梅雨が明ければ、いよいよ夏がやってきます。急に暑さが

厳しくなるこれからの時期は、気温の変化に対応しきれず、

体調を崩すことがあります。いつも以上に睡眠･食事などの

生活リズムに気を配って、体調管理に努めましょう。



視力測定の結果について

色覚検査を希望します

令和２年 月 日

１年 組 番 生徒氏名

保護者氏名 印

各教室で行った視力測定の結果Ｂ以下だった場合には、

結果のお知らせをお渡ししました。

受診されましたら、保護者の方がわかる範囲で記入し

学校へ提出をお願いいたします。

Ｂ（0.9～0.7） これより視力が下がると、教室の座る位置によって

は黒板の字が見えにくくなります。

屈折異常の疑いがあります。

C（0.6～0.3） 学習にさしつかえます。無理に字を見ようとして、

目だけでなく身体も疲れてしまいます。

D（0．2以下） たとえ教室の一番前列の席でも、黒板の字をはっき

り読むことがむずかしくなっています。

※「視力の低下＝メガネをかけなければならない」ではありません。

眼鏡屋さんに直行ではなく、必ず眼科専門医に相談しましょう。

色覚検査は、以前は小学校4年生の児童全員を対象に実施されていましたが、平成14年の学校保

健法施行規則改正により実施されなくなりました。それから10年以上たち、色覚検査を一度も受けた

ことのない人たちが進学や就職の際に自分の色覚特性について初めて知る、というケースが出はじめ

ました。

実際には検査を受けなくても、約半数の人が自分の色覚特性に気づく場面があるようです。例え

ば、ゲーム機の充電の色（オレンジと黄緑）を見分けられなかったり、赤と紫の違いがわかりにくい、肉

の焼け具合や刺身の鮮度がわかりにくいなどの経験から、「自分はもしかしたら色覚に異常があるかも

しれない」と気づくこともあるようです。

愛川町では、希望する中学一年生に対して色覚検査を実施できるようにいたしました。希望される

場合は、次の用紙に記入のうえ、７月３日（金）までに愛川中原中学校保健室までお申し込みくださ

い。なお、色の見え方について心配がある場合は眼科にご相談に行かれることをお勧めします。

色覚検査のお知らせ


